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城
宝
寺　
渡
辺
崋
山
霊
牌
堂

　
三
河
田
原
駅
か
ら
西
方
へ
と
向
か
う
道

は
、
寺
が
４
つ
並
び
、「
寺
下
通
り
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
駅
に
最
も
近
い
寺
が

城
宝
寺
で
、
渡
辺
崋
山
先
生
の
墓
所
や
県

指
定
史
跡
の
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
山
門
を

く
ぐ
っ
た
正
面
の
本
堂
左
奥
に
昭
和
30
年

（
１
９
５
５
年
）
に
建
て
ら
れ
た
崋
山
霊

牌
堂
が
あ
り
ま
す
。

　
霊
牌
堂
建
設
に
あ
た
っ
て
は
「
田
原
町

崋
山
先
生
遺い

徳と
く

顕け
ん

彰し
ょ
う

会か
い

」
が
発
足
し
、

名
誉
総
裁
に
内
閣
総
理
大
臣
吉
田
茂
、
名

誉
会
長
に
愛
知
県
知
事
桑く
わ
は
ら
み
き
ね

原
幹
根
、
会
長

に
田
原
町
長
石
黒
利り
へ
い平
、
副
会
長
に
伊
奈

森も
り
た
ろ
う

太
郎
（
歴
史
探
訪
ク
ラ
ブ
１
０
３
で
紹

介
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
こ
の
顕
彰
会

は
、
池
ノ
原
公
園
の
幽
居
邸
復
原
や
戦
時

中
に
供
出
し
た
崋
山
銅
像
の
再
建
も
実
施

し
ま
し
た
。
完
成
前
の
２
月
に
は
渡
辺
崋

山
関
係
資
料
24
点
が
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
戦
後
の
崋
山
顕
彰
の
記
念
す
べ
き

年
に
な
り
ま
し
た
。

　
霊
牌
堂
に
は
板
の
間
の
前
室
と
30
畳
の

外げ

陣じ
ん
と
位い

牌は
い
が
安
置
さ
れ
る
須し
ゅ
弥み

壇だ
ん
の
あ

る
内な
い
じ
ん陣
が
あ
り
ま
す
。
外
陣
の
壁
に
は
展

示
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
崋
山
先
生
の
検
死
の

際
、
田
原
藩
医
の
中
村
半は
ん
せ
つ節
と
中
村
亦え
き
じ
ゅ寿

が
記
録
し
た
書
面
を
掛
軸
装
に
し
た
資
料

や
城
宝
寺
に
伝
わ
っ
た
三
宅
友と
も
の
ぶ信
（
藩
主

隠
居
格
、崋
山
蘭
学
研
究
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、

１
８
０
６
～
１
８
８
６
年
）
や
崋
山
の
二

男
、
渡
辺
小
華
（
１
８
３
５
～
１
８
８
７

年
）
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
霊

牌
堂
の
格
天
井
に
は
、
崋
山
の
ひ
孫
弟
子

に
あ
た
る
画
家
、松ま
つ

林ば
や
し
桂け
い
げ
つ月
（
１
８
７
６

～
１
９
６
３
年
）
や
同
門
で
妻
の
松
林

雪せ
っ
て
い貞
（
１
８
７
８
～
１
９
６
９
年
）
ら
が

作
品
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
桂
月
は
尊
敬
す
る
崋
山
の
位
牌

を
安
置
す
る
建
物
で
あ
る
の
で
、
全
国
の

名
立
た
る
日
本
画
家
、
児
玉
希き
ぼ
う望
、
奥
田

元げ
ん
そ
う宋
や
佐
藤
太た
い
せ
い清
な
ど
に
天
井
画
の
揮き

毫ご
う

を
依
頼
す
る
た
め
、
紹
介
状
で
呼
び
掛
け

ま
す
。
天
井
画
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
豊

橋
出
身
で
、
桂
月
の
弟
子
で
も
あ
っ
た

白
井
烟え
ん
が
ん嵓
（
１
８
９
４
～
１
９
７
６
年
）

が
寺
に
宿
泊
し
、
行
い
ま
し
た
。
天
井

画
ば
か
り
で
な
く
、
入
口
や
横
の
壁
に

は
、
渥
美
半
島
出
身
で
も
あ
る
鈴
木
翠す
い
け
ん軒

（
１
８
８
９
～
１
９
７
６
年
）
や
手
島
右ゆ
う

卿け
い
、
西
川
寧や
す
しな
ど
14
人
の
書
家
も
作
品
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
天
井
画
は
91
㎝
四
方
の

格
子
内
に
、
直
径
81
㎝
の
円
窓
型
の
紙
に

描
か
れ
、
手
前
の
板
の
間
に
18
図
、
堂
内

に
55
図
、
計
73
図
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

桂
月
の
日
記
に
は
「
城
宝
寺
の
先
生
霊
牌

堂
の
入
仏
式
に
参
列
す
。
格
天
井
七
十
二

の
寄
付
画
は
、
予
の
名
に
於お
い

て
、
東
都
、

京
都
、
大
阪
、
名
古
屋
の
諸
画
家
の
手
に

よ
っ
て
成
る
も
の
。
此
の
超
画
派
の
寄
贈

は
如
何
に
先
生
の
遺
徳
の
多
き
か
を
想
ふ

に
足
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。」「
予
の
一

生
の
光
栄
、
因
縁
を
思
ひ
て
感
激
の
外
な

し
。」「（
椿
）
椿ち
ん
ざ
ん山
、（
野
口
）
幽ゆ
う
こ
く谷
二
翁

に
も
な
き
真
に
栄
あ
る
御
縁
に
涙
さ
へ
浮

か
べ
り
。」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
昨
秋
に
は
、
田
原
市
博
物
館
で
渡
辺
崋

山
先
生
の
特
別
展
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
博
物
館
へ
多
く
の
来
館
者
が
あ
り
ま
し

た
。
本
市
で
は
、
明
治
時
代
か
ら
続
く
崋

山
顕
彰
を
次
の
世
代
へ
も
続
け
る
べ
く
生

涯
学
習
の
基
本
理
念
と
し
て
「
ふ
る
さ
と

に
学
び　

人
が
輝
く　

田
原
の
人
づ
く

り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
）

▲渡辺崋山霊牌堂天井画
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